20130324　1部礼拝
見捨てた石が礎の石に（ルカ20:9-19）
私は幸い。あなたも幸い。皆さんはいつでも、また十分にそのように幸いだと言える祝福の存在であることを忘れないでいただきたいと思います。なぜかというと皆さんは奇跡的に世の中の基準から見たときには絶対にあり得ないイエス様のことを救い主キリストとして信じ受け入れた方だからです。逆に申し上げると人生において一番大きなミス、しかも単なるミスではなくてものすごく恐ろしいミスと言えば、それはイエス様のことを拒否することです。今日の聖書にはそのようなことが記されています。
一番恐ろしい、驚愕することと言えば、皆さんの中ではどのようなことでしょうか。テレビ番組の中に水戸黄門様が出るドラマがあります。普段は田舎のおじいさんみたいな恰好で町を歩いて、悪人どもがそのおじいさんの言うことなどまったく聞かないで「あのじじい」と無視したり、あざけったりします。のちほど「もういいだろう」と印籠を見せつけると皆びっくりします。「私たちが虫けらのように無視してあざけっていたじじいが黄門様だったのか」とひれ伏し「もう勘弁してください」と言います。彼らの驚きというのは恐怖に満ちている驚きではないでしょうか。黄門さまはそのような程度でしょうが、もしそれが人生の永遠なる祝福と滅びの運命を左右するミスであればどうなってしまうのでしょうか。祝福と滅びに分かれてしまうような、絶対あってはいけないミスを犯してしまうようになれば取り返しがつきません。残念ながら神の民と自負していたイスラエルの人々、ユダヤ人がそのようなミス、取り返しのつかない失敗をしでかしていました。イエス様はこの地上に来られて、イスラエルの、ユダヤ人の反応、人々の反応を見て。また経験しながらそのことを述べていらっしゃいました。今日もそういう意味でのたとえ話をされました。結局、神様がイスラエルの人々を立ち返らせるために預言者をたくさん送り出したにもかかわらず、ことごとく拒否され、ことごとく殴られ、ことごとく殺されるようになりました。それがイスラエルの歴史です。それで、その主人である農夫、その主人である方々が「よし。今度、息子を送ろうじゃないか。そうすると彼らは話を聞き入れるだろう。変わるだろう」と思い息子を送ったら、今回、今までは殴って送り返したのですが、息子の場合はこれは跡取りなので殺してしまうと全部私たちのものになるのではないかということで追い出して殺してしまいました。もしそんなミスを犯したとすれば園の主人が戻ってきたら、どんなことになるでしょう。それは明らかではないでしょうか。皆、滅ぼされてブドウ園は他人に全部渡されるようになるというのが決まっていることでしょう。今、イスラエルがそのような状況だという話をしていらっしゃいます。イスラエルは今までずっと神様のお招きを拒否しつつ、最後に神様は神の御子、神様ご自身であるイエス・キリストを彼らのところに送ってくださいました。それにもかかわらずイエス様のことを無視して、まったく見向きもせず「大工さんの息子がなにがキリストなのか。あのみじめな人間の格好、田舎の格好をしている人がどうやってキリスト、私たちの希望、救い主になれるか。私たちが頬を叩きますとなんの返事も反応も対抗もできない弱々しい人間がどうしてキリスト、救い主になれるのか。特にイエス様はナザレ、ガリラヤ出身なので今で言うとものすごく田舎です。それなのにあの人は『自分が神様だ。自分が光でありいのちなのだ。救い主なのだ』と言っているからおかしいのではないか。あの人は悪霊にとりつかれているか。あの人は頭がおかしくなっているか」と思って、イエス様のおっしゃることをことごとく拒否して、イエス様を結局は十字架につけて殺してしまうようになります。それをイエス様はこのようにおっしゃいました。家を建てる者たちの見捨てた石。イエス様は神様から送られた唯一のキリスト、救い主だったのに、その外見、格好を見て、元々の原因は彼らの内側にありましたが、とにかくイエス様を拒否して結局、その石を要らないということで捨ててしまいました。見捨てた石というもの、それはたとえ話にもありましたように園の外に追い出して殺してしまったということです。それでイエス様は結局、十字架に付けられて殺されてしまうようになります。まるでイエス様の十字架を見ると、家を捨てる者たちの見捨てた石のように思われます。そのように見えます。イエス様はなんの抵抗もしないで、そのまま苦しめられ十字架に付けられて血を流されて死んでしまうようになりました。彼らは「これで良かった。本当にイエスと言うのは頭のおかしい人間で変な者だった。そうに間違いない」と確信していました。しかし、イエス様は預言どおり、またイエス様がおっしゃったとおり、お墓の中に入って３日目にその死の力を打ち破って人々の今までのすべてのこと、すべての予想、すべての意見、すべての理論と主張など全部ひっくり返してよみがえられました。それで、見捨てた石、それが礎の石となったと言われたそのとおりになりました。人生、最高のミス、一番恐ろしいミスというものはイエス様のことを拒否することです。それがなぜそれほど恐ろしいことなのかということを彼らは思い知らされるようになります。結局、イスラエルという民族は２０００年近く国を失い、転々としながら全世界から迫害されました。迫害する側が良いというわけではありません。でも結局そのようになりました。
それから、見捨てた石と思われていたイエスが礎の石となって、そのイエスに従う者、イエスとくっついている者、イエスとともに歩く者は人生が変えられ新しい世界を築いていくようになったわけです。それが今までの世界の歴史そのものです。今日、私たちはこのことを覚えながらイエス・キリストは最初、家を建てる者の見捨てた石となった方です。それにもかかわらずよみがえられて、今も万軍の主として世界を動かし、新しいこと、わざをなしていらっしゃるイエス様は礎の石となられたということを覚えていただきたいと思います。イエス様が礎の石となられたことによって皆さんも今ここに来て礼拝を捧げていらっしゃるわけです。それがどういう意味なのかということを短く考えていきたいと思います。皆さん、心の中から信じているイエス様、皆さんが耳にしているイエス様、そのイエス様が礎の石となられた、それがどういう意味なのかということを教えられ約束として握って新しく改めてスタートしていただきたいと思います。そこには真の喜びと勝利が待っています。

イエス様が見捨てた石となりましたが、礎の石となったということは、まずイエス様は人の永遠の滅びと永遠の祝福の分かれ目であるという意味です。イエス様はそのように人生の永遠なる運命を左右する基準です。物差しに当たる方です。イエス様が自らおっしゃいました「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません」と。人がなぜ不幸になっているのでしょうか。今私たちが耳にしている様々な凶悪な事件や悲しい出来事など、ニュースまでいかなくても皆さんの人生をふり返り、また皆さんの身の周りになる様々な悲しいこと、辛いこと、悩んでいることは、本当はなにが原因でどこに問題があると思うのですか。皆さんはクリスチャンです。そのような質問を聞いたときにはこれっぽっちも迷わないで「それは祝福の基であられる、いのちの根源である神様を離れて神を失って神を信じる信仰が欠けているからそうなってしまったのですよ」とお答えするようになっていないといけません。それがクリスチャンです。それが世の中の人から選び出されて救い出されて、聖なる聖徒となっているクリスチャンです。クリスチャンというのは様々な不幸、いろいろな問題のことを、今まで私たちが考えているように、あるいは世の中の人が述べているような、言及しているようなことではなく、「それは祝福の基であられる神から離れ、神様を信じていないからだ。言葉を変えますと人が幸せになって本当に人間に必要なのは神様とともになって神様に戻ることなのだ。神様が一緒になって神のいのちの祝福に預かることなのだよ」と言うことに対して、これっぽっちも迷わないで躊躇しないで即答するようにならなければなりません。しかも理論ではなくて心から皆さんの人生をもってそのように返事する者をクリスチャンと言います。わたしは道です。わたしをとおしてでなければ、その神とともにおられること以外には人間に希望も幸せもありません。なぜ不幸でしょうか。神様がいらっしゃらないからです。神様の祝福がわかっていないからです。なぜ負けっぱなしの人生になるのでしょうか。神様の力がその人に現れていないからです。そして、神様とともにおられ、神様に戻りたいのだけれども、そうすればよいのだけれども、人間は罪を持っていて、その罪を口実に目に見えない悪魔、サタンが邪魔しているので絶対にできません。それで、神様は私たち人間を愛し、本当のいのちある人生、幸せの人生のためにその邪魔を全部取り除いて神様がともにおられる祝福のためにキリスト、イエスを送ってくださいました。それ以外には道がありません。他に道があるのであれば、別に私たちはここでこんなに大きな声で叫ぶ理由はありません。他に道がないので、わたしをとおしてでなければ、神がともにおられるようにならなければどんなに発展し、どんなに裕福になったとしても、知識を積んだとしても滅びるしかありません。イエス様が自ら今日おっしゃいました。１８節に「この石の上に落ちれば、だれでも粉々に砕け、またこの石が人の上に落ちれば、その人を粉みじんに飛び散らしてしまうのです」。イエス様はそういう方です。だれでもイエス・キリストを拒否し、イエス・キリストを拒み、イエス・キリストから遠ざかってしまって、キリスト、イエスを知らないと滅びるようになります。世の中には必要なこともたくさんあるし、良さそうなものもいっぱいあります。しかし、そこに道はありません。永遠の滅びから永遠のいのち、祝福に取り換えられるような力、答えはどこにもありません。クリスチャンの私たちはそれを認め、それを告白している者です。それが神様とぴったり一致する祝福の答えです。それでペテロもこのように言いました。世界中でイエスの御名のほかには、私たち人間が救われる名として、 どのような名も与えられていません。キリスト、イエスだけです。ですから、このイエスを拒否すれば他になにがあったとしても粉々になるしかありません。イエスはそういう意味で礎の石と言われます。つまり、イエス・キリストをとおらないと人生は最初から成り立たないという意味です。私は建築のことを詳しく分かりません。小林長老さんはたぶん建築のことに詳しく携わっていらっしゃるから、事前に電話で問い合わせてみようかと思ったのですが忘れました。礎の石というのは建築の中でどのような意味を持つのか。私の今の知識の中では、家を建てるときに一番真っ先にその家がしっかり成り立つために最初に据える石というものではないかと思います。そこからすべてを測って、それを基準にするものだと思います。イエス様は見捨てた石と思われていましたが、実はそうではありませんでした。じじいと思っていたのに黄門様であったことの何百倍以上、何千倍以上、イエス様をきちがいで精神がおかしくなっている新興宗教、カルト集団の教祖みたいに思われていたのですが、実はそうではなくてイエスこそ神様であり、イエスこそ救い主であり、イエスこそ唯一キリストでした。イエスはよみがえられました。すべてをひっくり返しました。そのイエス様のことを聖書は礎の石と呼んでいます。そういう意味でイエスさまご自身をヨハネの福音書１０章８節でこのようにおっしゃっています「わたしの前に来た者はみな、盗人で強盗です」。イエスをとおらない限りは、イエスを拒否する者は、どんな理由であれ、それは人間の一番大切ないのち、一番大切な祝福を全部奪い取っていく強盗、盗人のようなものになるのです。それがイエス様が礎の石という意味です。イエス様は永遠の滅びと永遠の祝福の分かれ目です。だれでもイエスを拒否すると滅びます。なぜかというとイエスだけが唯一の救いの道だからです。しかし、反対に申し上げると、だれでもどんな人でもどんな過去を抱えている人でも、どんなに汚い人生を歩いてきたとしてもこのイエスに従ってイエスを信じて受け入れる者は永遠の祝福に預かるようになります。だれでも神は実にひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者がひとりとして滅びることなく永遠のいのちを持つためです。だから、イエス様は声がかれるほど叫ぶのです。「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます」イエスの中に入りますとすべての滅びの人生が終わり、永遠の祝福がその人のものになります。わたしのところに来なさい。今まで強盗や盗人のほうにだまされて引っ張られていたそこを全部断ち切って、そこには道がないから、礎の石はイエスしかないから、イエスでないと新しい人生は始まらないからイエスの方に来なさいと叫んでいらっしゃるのです。イエス・キリストは礎の石です。イエス様、自らおっしゃいました。ヨハネの福音書１０章１０節にはイエス・キリストが来られたのは人々にいのちを得させ、そのいのちがより豊かになるために来られたとあります。だれでもイエス・キリストを信じる者はだれでもです。どこの民族の人でも、どんな過去を抱えていても、人間的に比べてどんなに劣っている、自分なりに弱点、弱さのゆえにそれがハンディキャップと思ってコンプレックスをもって、それがトラウマと傷になり心がぐちゃぐちゃになっている人間でもかまいません。だれでもイエスを信じると永遠のいのちの祝福に預かり、そのいのちが豊かになってこの世の中で勝利し永遠の天国に迎え入れられるようになります。イエスによって、他のなにかではありません。オンリーイエスによって。
それで聖書にはこう書いてあります。私たちは自分の罪過と罪との中に死んでいた者であって、悪魔に従って世の風習に従って偶像礼拝をしながら、そのころは、それらの罪の中にあってこの世の流れに従い、空中の権威を持つ支配者として今も不従順の子らの中に働いている霊に従って、歩んでいました。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた存在です。イエスを信じていない限りはそれがそのままです。そのままその力に圧倒され粉々になるしかありません。自分の罪過と罪、偶像崇拝の報い、そして、生まれながらの神の御怒り、それがそのままその人に現れて人生粉々になるしかありません。しかし、イエス・キリストを信じる者は、だれでもわたしの言葉を聞いて信じる者は死からいのちに移って滅びることがありません。裁きが終わるとイエス様はおっしゃっています。その分かれ目です。だれでもイエス・キリストを信じる者は死と罪の原理から永遠に解放される、このような人生の運命の分かれ目というものが他のなにかにあるわけではなく、唯一、イエス・キリストがその基準です。ですから、イエスが礎の石だということを心に覚えて、皆さんの心の中でも人生のことを整理するときにイエスによって大きな太い線を引かなければなりません。イエスによって分かれると。他のなにかが基準ではありません。イエスだけです。皆さん、イエス・キリストを信じていらっしゃるでしょうか。そのイエスによって人生の大きな太い線を引いてください。イエスの中にいる者は永遠の祝福、そうでない者は永遠の滅びによって粉々になっているということを覚えていてください。イエス様は信じてもよい、信じなくてもよい、適当に思い出して考えて普段は全部忘れてどこかにしまっておくという方ではありません。イエス様を信じるというのは人生の飾りのようなことでもありません。イエス様を信じるというのは自分のやりたいこと、自分が目標にしている人生を手伝うためにある名前でもありません。飾りではありません。イエスは永遠の滅びと永遠の祝福の分かれ目になる礎の石です。

イエス様が礎の石となったというのは同じ内容でしょうがこのようにも言えると思います。イエス様は今までのすべての過去を全部崩してまったく新しい人生を開ける門であるという意味です。それがイエス様が礎の石と言う意味です。皆さんが信じているイエス様はそのような方です。皆さんの中でもイエス様がそのようになっていらっしゃるのでしょうか。今日から心からイエス様は礎の石なのだと思ってください。しかも、見捨てた石だったと思われていたのにどんでん返しになって完全にひっくり返され礎の石となられたということを覚えて、イエスは永遠の祝福と永遠の滅びの分かれ目であり、イエスは今までの過去を全部崩してまったく新しい人生を開いて行く門だということを覚えてください。人それぞれ神から離れたまま、罪を抱えているまま、この世の中に生まれて人生を生きているので、それぞれ不幸な過去を抱えています。その過去の中には悲しい出来事もたくさんあり、悲しい思い出になる過去もあります。また、思い出したくない暗い過去、汚い過去などもたくさん私たちにはあります。それが心の傷になって、傷を負わせる過去というものがあったでしょう。そして、そのようなことがベースになってことごとく人生が失敗してしまう、様々な過ちを犯してしまった過去をそれぞれ抱えて生きてきました。その過去が時間的に過ぎたから終わったというものではありません。人間というものは霊的な存在なので時間的に過ぎたものでも、私たちの心と脳細胞に残っていてその人の人生を動かします。考え方も選択も価値観もすべて動かすようになります。イエス・キリストを信じて受け入れた瞬間、そのようなすべての過去は終わります。そのすべての過去は本当にもう終わりです。文字通りの過去になります。過ぎ去ったものになります。キリスト、イエス以外には自分の中に催眠をかけたとしても消されない過去です。消そうとしても忘れようとしても絶対に忘れられない、消せない過去だったにもかかわらず、イエス様の中に入りますとイエスは礎の石なのでまったく新しく家を建て始めるその一番スタートですから、今までのすべての建築は無効です。今までのすべての建築は意味がないものになります。

ですから、イエス様は、礎の石というのは皆さんにどんな過去があろうがそのすべての過去を全消して崩していく祝福です。聖書にはこう書いてあります。だれでもキリスト、イエスの内にある者は古いものは過ぎ去ってすべてが新しくなっていると。本当にそのように信じていらっしゃるでしょうか。なぜ過去にそれほど捕らわれて引きずられているのでしょうか。親がどんな親であれ、どんな家庭で生まれどのような辛い経験をしたのか。それが結局、イエスの中にあって全部、祝福の土台に変わるものであって、全部が祝福の材料になるものです。でも、それがなぜいまだに悲しいもの、いまだに暗いもの、そのまま残っているのでしょうか。それが皆さんの性格、皆さんのこれからの未来に対するビジョンなどいろいろなものに反映され影響して動かすようになるのでしょうか。影を落としてしまうようなものとして、なぜ許していらっしゃるのでしょうか。そうならないように。皆さんがイエスを信じる人であればそのイエス様は礎の石なので、その過去を全部消しました。新しく建築を始められる方です。古いものは過ぎ去ってすべてが新しくなっていると、聖書にはそのような証拠がいくらでも書かれているし、私たちがその証拠だし、歴史がそれを証明しています。サマリヤの女の人はどんな人生だったでしょうか。５回結婚し５回離婚し、６回目は入籍しないまま不安を抱え人の目を避け生きている、なぜ自分の人生はこうなのだろうと悩んでいたその人の人生、その過去がすべて消されて、彼女は新しく人生を始めることができるようになりました。お金にすべてをかけて売国者と言われることにもかまわないで「お金。お金」とすべて人生を懸けて生きてきて、しかし、何も残っていない虚しい人生であったザアカイと言う人。その過去はどこから消されるでしょうか。彼がイエス・キリストに出会ったときにその過去は崩れ落ちて消されていきます。今日、救いがこの家に訪れてきた。この人もアブラハムの子なのだから。ザアカイは今までとは考えられない告白をしながらまったく新しい人生を歩むようになりました。知識があり指導者であり家系があり背景がありユダヤ人と言うプライドもあって聖書にも精通していて宗教指導でもありました。それにもかかわらず心の虚しさ、霊的な問題を抱えて理解できない、わけのわからない問題を抱え悩み続け、夜こっそりとイエス様のところに尋ねてくるしかなかったほど悩みを抱えていた、人がうらやむすべてのものを全部そろえていたにもかかわらず幸せをもっていなかったニコデモと言う人がイエス・キリストと出会ってその過去は崩れました。最初、すぐには変わっていませんがのちほどイエス様が十字架にかけられた後、このニコデモがお墓の中に必要なすべての備品などを用意する役割を果たすようになります。このようなニコデモの過去が全部崩れて変わるようになります。弱さのゆえに漁師の仕事をしていたペテロという人、イエス様を３度も目の前で否定していました。イエス様はそのペテロを訪ね、なにも責めないで「あなたはわたしのことを愛しているのか」「主は私が主を愛していることはよくご存知です」「わたしの羊を飼いなさい」。そこでペテロの過ちの過去は全部消され崩れていきます。ペテロは羊を飼う、人間を捕る漁師としての新しい人生が始まるようになりました。イエス様は人生の礎の石です。永遠の滅びと永遠の祝福を左右する唯一の基準であると同時に、ひとりの人生のすべての過去を全部消し、まったく新しい人生の門を開かれる方であることを覚えていてください。イエスは礎の石です。ユダヤの人々はイエス様がこのような方だと知らないでイエス様を十字架に付けて殺してしまいました。それが人間の不幸です。それがミスの中の一番大きなミスです。
それから、イエス様が礎の石というのは、イエス様はイエス様以外、またイエス様以前の今までにあったすべての主張、理論を黙らせ、新しい世界、新世界を建設していく改革であるという意味です。文章が長いから難しいと思わないでください。イエス様は改革そのものです。世の中でそこら中で言われている改革というものは本物の改革ではありません。この世界を救うことができる、この世界を変えることができる改革とはイエス以外にはありえません。イエス以外にはどこにもありません。皆さんが一生懸命、研究し勉強しているというのは別の意味をもつものであって、それで世界が変わって人生の改革が起きるということはとんでもないミスです。そういうことはありません。イエス・キリストだけが礎の石です。イエスではないとなにも始まりません。イエスでなければなにも新しい真のことは始まりません。研究がどうであれ発展がどうであれ始まりません。人々はこれを抜きにしてユートピアを夢見ながら、共産主義をほどいてみたり、資本主義も民主主義もノーベル賞も研究も芸術も芸能もいろいろなことをやっています。でもそこに世界を変える力、答えはありません。それがイエス・キリストだけが礎の石と言う意味です。クリスチャンはこのことを告白している者です。皆さん、イエス様を信じていらっしゃるでしょうか。その信じているイエス様が世界の礎の石です。礎でなければ新しい世界は始まりません。つまり、イエス様が礎であるというのはこのイエス様を基準にして、スタートにしてまったく新しい世界がこれから始まりますので、今までのものはそうでなかったということです。今までの主張、理論は世界を変えることができないものだったという裏返しではないでしょうか。イエス様がスタートです。世の中にあったとどんな理論もどのような才能でもどのようなヒーロー、英雄でも、新しい世界をつくることができない、それが今までの歴史をとおして見られる証拠です。逆に言いますと、そういったことは人間の生活に少しばかりの便利さは与えていたかもしれません。でも、ゆくゆく最終的にはサタンに操られてそういったすべてをもって、真理を拒否し真のいのちの祝福を拒んで投げ捨てるような役割を果たすものになってしまいました。そうではないでしょうか。それが今までの歴史です。だから、なにか優れている方々、なにかを一生懸命、研究しようとしている方々は要注意しなければなりません。クリスチャンの研究、クリスチャンの努力は別の意味を持ちます。そこになにかがあるから命を懸けてやるわけではありません。そんな価値あるものはありません。イエス以外には希望がありません。イエスでなければ新世界はありません。そのままです。昔は電話がなくて馬に乗って便りを伝えていたものが、今はスピードをもって伝えるだけの携帯に形が変わっているだけであってなにも新しい世界ではありません。新しい世界は礎の石であるイエスをとおしてのみ始まるものです。ですから、クリスチャンの皆さんはこれから聖書と神様祝福をもって勧めているのはなんのために生きるのかということです。勉強をしても商売をしてもなにをしても目的は違うのではないか。ぜひ気づいてほしいと思っています。それに気づかないと災いに遭うようになります。一生懸命に頑張るにもかかわらず、クリスチャンでさえもです。なぜでしょうか。世の中が変わって、世の中に本当の希望を与えるのはイエス・キリストの福音以外にありません。ないです。日本銀行の総裁が変わっても世の中は変わりません。それをクリスチャンの私たちが固く握っていないとどうしましょう。そういう意味でイエス様は見捨てた石と言われました。皆さんにはそれくらいにしかイエス様を認められないのでしょうか。イエス様なんかどうでもよいでしょうか。イエス様は礎の石です。イエス様なしではなんにも成り立ちません。研究も勉強も理論も経済もなにも成り立ちません。人間の幸せなどは成り立ちません。
そういう意味ですべての主張を全部黙らせます。世の中を新しくし救うことは真の人のたましいの救いのみにあると聖書は言っています。それは私たちの勉強や経済活動や教育などを無視するわけではありません。でも、覚えていてください。そこに世の中の希望があるわけではないということは、はっきりしておいてください。希望は一つしかありません。ひとりひとりの人間のたましいに救いが与えられること、それによってその人間が文化を変えていくこと、それ以外には希望がありません。しかも私たちが忘れてはいけないことは文化の改革というのもこの歴史の中で完璧に成し遂げられるものではありません。結局はすべてが無くなってイエス様が再臨なさったときに新しい天と新しい地が与えられます。今のものは限界あるものなのです。覚えていてください。それでイエス様はひとりひとりのたましいを救いながら、そのひとりひとりのたましいの救いをとおして文化を変えていきながら、なぜかというとこの世の中において神の栄光を現し、またたましいの救いのためです。つまり、雰囲気を変えていきます。そして、イエス様がメインになされていることは礎の石となられて目に見えない宇宙的な真の神殿を建築していらっしゃいます。それを神の国を建設すると言います。それはひとりひとりのたましいを救い出していく、その方法はイエス様の福音を宣べ伝え、伝道すること以外には方法がありません。その真の神殿が完成されるそのときにイエス様は再臨なさって、今までにあった全部を消し去り、新しい天と新しい地をつくることになります。しかも、そのような聖なる働きを先に救われた信徒ひとりひとり、教会をとおしてなしていらっしゃいます。それが礎の石と言う意味です。今、日が昇って日が沈む理由は神殿建築にあります。経済発展や文化のなにかではありません。皆さんの研究、事業、芸術、知識をとおして神様はひとりでもイエス・キリストが伝えられ、たましいが救われ神様に立ち返り、天上においてすべての天使が集まって喜んでパーティをするような大きな神殿建築のためにすべてがあることを忘れないでください。イエスは宇宙の神殿の礎の石となられました。今はその神殿建築が本格的に始まって進んでいる時代です。この神殿建築が終わるとこの歴史は幕を閉じるようになります。イエス様がどのような方なのか。今なにをしていらっしゃるのか分かるでしょうか。それならば皆さんはなんのためにどのように人生を生きていくのでしょうか。そんなに頭がきれていなくてもかまいません。信仰的に目をさまし考えないといけません。しかも、教会をとおしてです。だから、教会はとっても大切です。教会はメインです。建物がどうであれ、教会の中には偽物、本物いろいろ混じっているとは言います。それでいろいろな姿が見えるかもしれません。それにもかかわらず教会は大切です。教会がメインです。教会を中心にして全世界に神殿建築をしていらっしゃいます。そのためにときには株価が上がったり下がったり、ときには台風がやって来たり暖かな気候になったりするのです。そのすべてが神殿建築のために、イエスは新世界の新しい時代のスタートです。礎の石です。イエスをとおして今までの過去が、すべてが全部否定され、それから新しい世界が始まります。神殿建築の新しい時代が始まります。イエス様は礎の石となられました。そこに皆さんが今召されています。なんと幸いでしょうか。
そして、イエス様がこのような礎の石であれば私たちはすべての理由を全部後回しにして、この言葉を無知な人の言葉ととらえる場合がありますが、無条件、イエス様に向かって従って行かないといけません。イエス様は礎の石なので。粉々になるかそうでないかの基準なので、無条件、すべての理論を全部片づけてイエス様のほうに向かっていかないといけません。イエス様を信じないといけません。イエス様のほうに向かうこと、これが人生最高の知恵です。
それから、イエス様を信じていらっしゃる方々は、せっかくこのイエス様にあずかるようになりまして、礎の石の上に置かれるようになったので、イエス様を礎にして自分の人生をリフォームしましょう。本当はリフォームされているのですが自分の頭の中で整理してリフォームしましょう。ここが一番肝心なところです。本当にイエス様は皆さんの人生の礎でしょうか。そうするとイエス様を基礎にしてそこからしっかり立つようになるでしょう。それが皆さんの人生です。皆さん自分自身です。けれども、イエス様が礎の石だということをなかなか気づかない、認めないので、「イエス様を信じます」と言いながらも人生は別に立っています。ビフォー・アフターになるように。ビフォーを全部崩してリフォームしましょう。つまり、皆さん自分の存在がどんな存在なのかということをイエス様を基礎にしてリフォームしましょう。皆さん、人生を生きる理由、目的、最高の価値はなんなのか。なんのために生きているのかということに対して、イエス様を基礎にして整理し新しくリフォームしないといけません。イエス様を信じてよかったと思いながらも事業をやる理由、勉強する理由、生きる理由、結婚する理由はいつまでたっても過去のもの、そのままです。それで神の答えがなかなか見られないのです。何と残念でしょうか。皆さんは永遠の滅びから逃れ、永遠の祝福の中に導きいれられ、イエス様を基礎にして新しい人生になりました。祝福の者です。だから、リフォームしましょう。いつまでたっても頭の中が過去のものでいっぱいにしないでそれを全部取りはがしてリフォームしましょう。私たちの生きる理由はなにを食べるかなにを飲むか、世の中の人が目標にしている内容ではありません。だとしたら、私たちはどのような方法で生きていくのかという生きる方法に対してもイエス様を基礎にして、聖霊が臨まれる祈りに専念して、聖霊の導きは素晴らしい生きる方法で力があるのではないでしょうか。リフォームしましょう。生きる方法も、生き方もリフォームしましょう。勉強をするより先にお祈りをすることができるように。
それから、そのために福音の御言葉をもって、皆さんが知らないもの、知っているものもあるでしょうが、キリスト以前に皆さんの中に入っていて刻印されている過去のもの、それを全部取りはがして捨てましょう。それが邪魔になっていてリフォームができないのです。神様は再創造していらっしゃるのに、キリストは礎の石というのはまったく今までのものを全部崩して再創造なさるという意味です。私たちひとりひとりをそうしていらっしゃいます。それなのに私たちの頭の中でそのように認めていないし、整理されていません。なぜかというと今まで先に入っている刻印されている過去のもののために。キリストは礎の石なので過去はどんな理論であれ全部無視してください。これが礎の石です。その勇気を持っていてください。過去に向かい合って大胆に思いきりそれを押し出して切り捨てることができる勇気をもって実際やってみてください。自分の心の中で宣言すればよいです。皆さんの心の中では見たこと、学んだこと、聞いたこと、読んだこと、経験したことなどによって、こうだろうああだろうということがいっぱいあります。それを全部消すように。新しく始めます。イエスをとおして、イエスをとおらないものは新しいものではありません。そうなりましたのでそのようにしていきましょう。
それから、最後に皆さんがなにをしようがイエス様を伝えること、これが皆さんの人生の中で一番重要なメインジョブとして皆さんの人生にしっかり植えつけていただきたいと思います。なにをしようがそのようにしましょう。つまり、皆さんは真の神殿建築の主人公であるということを忘れないでください。そのために神様は皆さんの計算をはるかに超えた奇跡の力をもって皆さんに臨まれ、わざを現すようになるでしょう。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































　恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。イエス様は見捨てた石と思われていましたけれども、礎の石となられたことを今日教えられました。幸い私たちはそのイエス様を信じることができました。この意味を深く考えて、イエス様が私たちの中で礎の石として正しく回復ができるように祝福を与えてください。そして、礎の石として認めて人生をリフォームして、これから神殿建築の主人公としての祝福、勝利の実をたくさん見ながら歩くことができるようにひとりひとりを祝福してください。感謝してイエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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